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あ
ら
す
じ 
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
し
な
さ
い
。

第一段
　

藤
原
氏
三
代
の
栄
華
も
は
か
な
く
消
え
、
山
河
だ
け
が
昔
の
姿
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
。
①

自
然

�

の
悠
久
さ
と
人
の
営
み
の
②

�

と
が
思
い
合
わ
さ
れ
、
涙
を
落
と
し
た
。

第二段
　

以
前
か
ら
話
に
聞
い
て
い
た
経
堂
と
光
堂
を
拝
観
し
た
。
鞘
堂
に
よ
っ
て

守
ら
れ
、
数
百
年
の
③

風
雪

�
に
耐
え
た
光
堂
を
、
目
の
当
た
り
に
見

る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
、
そ
の
思
い
を
「
五
月
雨
の
」
の
句
に
詠
ん
だ
。

重
要
語
句

 

次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

　

⑴　
こ
な
た�

○
○
○

　

⑵　
さ
て
も�

○
○
○

重
要
文
法

 

傍
線
部
の
助
詞
の
種
類
と
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
意
味
は
、
後
ろ
の

語
群
か
ら
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

⑴　
金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。（
一
〇
三
・
３
）

　

⑵　
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
侍
り
ぬ
。�

	

（
一
〇
三
・
10
）

　
　
ア　

強
意　
　

イ　

程
度　
　

ウ　

限
定　
　

エ　

範
囲
・
限
度

種
類

意
味

副
助
詞

ウ

副
助
詞

エ

内
容
理
解

 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1　
「
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
」（
一
〇
三
・
２
）
と
同
じ
内
容
を
表
現
し
て
い
る
部
分

を
本
文
か
ら
十
字
程
度
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

功
名
一
時
の
叢
と
な
る
10

2　

自
然
と
人
間
を
対
照
的
に
描
い
て
い
る
「
夏
草
や
」（
一
〇
三
・
11
）
の
句
に
つ
い

て
、
次
の
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

⑴　
両
者
を
表
す
語
句
を
句
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

　 

自
然
　

�

人
間
　

⑵　
こ
の
句
の
直
前
の
一
文
の
中
に
も
、
自
然
と
人
為（
人
の
営
み
）を
表
す
事
物

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

自
然　

・

　
　

人
為　

・

⑶　
自
然
と
人
間
と
の
対
照
的
な
側
面
を
表
す
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
当
な
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
ア　

簡
潔
―
複
雑　
　

イ　

地
味
―
豪
華　
　

ウ　

無
心
―
功
名

　
　

エ　

悠
久
―
無
常　
　

オ　

不
義
―
忠
誠　
　

カ　

冷
静
―
感
動

・

お
く
の
ほ
そ
道　•
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